





本贅料•Jについても、 朝鮮語史研究において、 徐々にその地歩を固めつつある。 そしてまた、
両者が不可分の関係にあることが多い点から、「日本・朝鮮没料」として総合的に捉える必
要があることことも既に指摘したところである（辻1997)。このような総合的観点から「日本・
朝鮮；代科J を濶査、 研究する一環として、 今般、 韓国において、 ソウル大学校奎序閣、 国立
中央図瑚館その他所蔵の関係；代科を中心に講査を行った。蛮章I閲所蔵の r朝鮮費科」につい
ては、 既に斯界に公にされ、 解俎や彩印本が出されているものも多いが、 従来、紹介されて
いなかった沢料•もあることから、 ここに、 奎章ll!I所蔵の r捷月各新語J糀本と r隣語大方J を
中心に、 まとめて取り上げ、 報告することとしたい。 また、 同時に、 他機 l閲所蔵の沢料との
比牧により、奎章閣所蔵本の特徴も見ていきたい。
2. 奎章閣の蔵書










いる。 ここで扱う、 いわゆる「朝鮮骰料」 については、多くが r蛮蹂閣韓国本図密解題 経・
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子部』 (1978年）に入っている。 さらに、 1997年から同所蔵の匝文学査料の文献学的整理作
業が企画、推進され、2001年に r奎章隙所蔵語文学狩科 語学菊 解説』 および r奎章閣所
蔵諾文学査料 訴学篇 目録 掛誌』（ソウル大学校奎章IMI描 太学社）・ （以下、 蛮章料l福
(2001) とする）として結実した。 この『語学篤 解説』には、 それまでの解題には含まれ




3. 1 『捷解新梧』 （原刊本）
いわゆる原刊本は次の2本を蔵する。
① 奎黄1638 （安田 (1990) でいう「底本」）
産章閣紺 (2001) （目録・柑誌）によれば、 本杏の杏桔は次の通りである。
奎貨1638
康遇聖（朝鮮）紺 ． 校術館． 1676年（粛宗2年）
10巻10冊 ． 活 (hankwr. hanca :戊辰字， kana: 倭諺大字） 33X22cm (i土2).
四周双辺 ． 半葉匡郭： 23.8Xl8.2cm ． 有界．6 行11字． 注双行 ．
版心：上下内向二策花紋魚尾 ．
表題・版心題：捷解新語 ．
刊記：康熙十五年 (1676) 丙辰孟冬開刊 ．
印： ［廂邸］ （朱文長方印）、［弘既］ （長方印．弘：白文．齋：朱文）、 ［承華／章］ （方
印． 承華：白文．章：朱文）
なお［廂廊］は巻 1 第 1 張首題「捷解」に瓜ねて押され、［弘齋）と［承華／章）は、巻 1 第 1 張
右下に、 それぞれ上下に押されている。［弘齋）と［承蔀／章］の印は正祖（在位1777-1800 号
は弘齋）の手沢本であることを示すという（干恵鳳1993:122) 。また、 上欄には右から、［京
城帝国大学図街章］ ［朝鮮総瞥府図歯之印］ ［s;i'u1・ 大学校図歯） ［京城帝国大学図宙章］の
印が見られる。
本術に貼られた図省ラペルは、「図術番号：奎炭1638; 一部冊数：10; 内別番号： 1(-10) 」
とある。 また、 この上に 別ラペル 「蛮3707 ; 2 ; 1 (~ 10) 」が貼ってある。
本苔は、 1934年古典刊行会から影印され、 その後、 その再影印本が京都大学文学部国語学
国文学研究室福（以下京大国文箱とする） （1957, 1972) として刊行されている（さらに、 こ






























本掛に貼られた図掛ラペルは、「図省番号：奎貨3952; 一部冊数：12 ;内別番号： l (一
12)」とある。また、 この上に・ 別ラペル 「 奎3707 ; 2 A ; l (-10)」が貼ってある。
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本術は、 弘文憔l(1990b)として影印されている。 なお奎章1紺(2001)では、 京大国文紺
(1960,1972)の底本を、 この蛮貨3952としているが、 これは朕りで、 底本は東洋文廊本で
ある（なお重刊本の解四については京大国文淵(1960 ; 1973)�I光・手泄英(1998)等参照）。
② ー筑文庫本
図掛番号： •irsa（一鉗）古；495.68; Gl55c ; V.7- V.9 
この一筑文JilI本（ 一捉本）については、 これまで紹介されたことがなかったので、 やや詳
しく述べておく（奎章閣編(2001 )にも、この②については、 大きさと雰本であること以外
酋及がない）。本Ul-は 一絞文叩所蔵のものであるが、 一毀文郎は、 ソウル大学校文理科大学
教授およぴ同学長を務めた栂国語学者方5船欽（号一沢）教授が1952年に奎章1紺に寄j岱した蔵
fil (2502fllf である。本也は、 巷7, 8, 9の三冊の雰本である。 形体は、 29X20.2cm（奎章
rn,組(2001)による）で、奎棋3952より天地が少し短い。もともと保存が非‘前に悪く、張ご
とにばらけて、断片、破片が残存していたようである。現在の形体はこれを補修し、 淡打ち
し、 断片を適当に張り合わせて整理し、 咎ごとに製本し直したものと思われる。 しかし、 整
理時における張付けの誤りや断片を張り付ける際の誤りなどが数多く見られる。
巻 7 • 8はマイクロフィルム化されており 、 紺査はこれに依った 。巻9 はマイクロフィ
ルム化されておらず、 原物を濶査した。諏刊改修本は、 完本として、 上記の蛮棋3952本であ
るID奎討21財本のほか、 東洋文庫本、 金沢庄三郎縛士旧蔵の濯足文庫本、 小倉進平栂士旧蔵で
ある小倉文献本（康大言語学研究室所蔵）などが知られているが、 一筑文血本も、 これらと
同じ版である。 しかし、 旧奎章Ill!本と比べれぱ、 一部に印刷上の相述が見られる。 例えば、
咎8-25表から裏にかけて記された朝鮮語訳のハングルは、 旧蚕ft|}］本でto-ra-ka-ko-cya
（かゑりたう）であり正しいが、 一沢文,,,図本は、 to-i-a-ka-ko-caで、 cyaの母音字の横 一
画がない。 しかも kaの母音字の横棒が補写してあるようにみえる。 いずれも版木の摩滅に
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また、 巻 8 -12裏の2断片が、 巻 8-7裂と巻 8-10狐に張り付けられたりしている。 今回、 こ
れらの整理を行ない、 断片の配骰の修正を試みた。細かい断片の配位などは措いて、 以下に
欠張に関してのみ簡単に整理結果を記す。
巻 7 における欠張： 8 張表衷、 9 張炭、 10張表衷、 12張表、 14張表裂
巻 8 における欠張： 7張衷、 13張裏、 14張裏、 15張表
巻 9 おける欠張： 1 張表裟、 2 張表班、11張表衷、 13張表裏｀ 15張表裏、 17張表
これ以外でも、 ごく 一部の断片しか確認できなかったものも多い。詳細は別秘に誼る。
3. 3 r捷解新語文釈」
本歯のil}誌については、奎章閣紺 (2001) に採り上げられていないので、奎章1開 (1978=1993)
による。
司訳院（朝鮮）絹 ． ［刊年未詳］






ラベルは、「図掛番号：奎-Ci"1678; 一部冊数： 4 ;内別番号： l （一
4) 」 とある。また、 この上に 別ラペル 「発3707 ; 3 ; l (- 4) 」 が）I占ってある。
本Ufの影印本は、 京都大学国文紺 (1963a, 1972) 、弘文llil (1990c) として刊行されている。
後者のほうが鮮明である（なお文釈本の解題については京都大学国文編 (1963a ; 1973) 
祁光·手世英 (1998) 等参照）。
r文釈」については、 この奎章1珈］所蔵本が天下の孤本とされている。 ただし、 韓国盛麗大
学校博物館には、 同害の版木11枚（D-1246- D-1256) が所蔵されており、新刷されたもの
の影印が鄭光・手泄英 (1998) に掲載されている（なお、 この文釈の版木はr（高麗大学校）
博物館収蔵品目録1989」では単に 「捷解新語」 とある）。また、 報国国立中央図栂館には、
文釈本の写本（完本 4 冊）が所蔵されていることが今回判明した（図歯番号331; 3) 。 原本
の正確な写しである。本杏の登録は棺紀4282年11月 15 日、 古01688とあり、 国立中央図杏館
への受入年が1949年であることが分かるが、 掛写年代や入手経路については不明である。
3. 4 r隣語大方』
奎章1開紺 (2001) （目録・栂誌）によれば、 本術の紺誌は次の通りである。
租杖(1622
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粗鶴齢（朝鮮）絹 ． 17 90年（正祖14)
10巻5冊 ． ［木］33.3X20.9cm.















巻1 -21裏「俵タワラ 」 （太学社(1988)ではラのみ）
巻1 -33表「凌シノ」
影印の関係があるのであろうが、 濯足文瓶本も合わせて見る必要があろう（なお本杏の解









2) 本柑の形体（大きさ）に1見て、 本文に引用した〈砕閣紺(2001)（目録 ・ 愁誌）と 『登序開図
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